
1．ESG診断の実証実験について
このたび、大阪大学の研究者の取組として、
企業様のESG（環境、社会、ガバナンス）の
状況を把握・比較し、またESGに関する課題を
捉えることで、今後の企業におけるESGの診断
や改善についての知見を得ることを目的とし
た実証実験を行うことといたしました。有志
の企業様に自己診断をしていただき、企業様
にメリットを得て頂きながら、結果等を
フィードバックしていただくことで、社会に
も役立てさせていただくものです。ESGの診断
分野は図表1をご参照ください。
研究代表者は、大阪大学社会ソリューショ
ンイニシアティブ（SSI）教授の伊藤武志（博
士（経営学））です。

２．ESG診断について
この研究で利用するESG診断の体系は、「消
費から持続可能な社会をつくる市民ネット
ワーク」（SSRC）が数年来、第三者として企
業を診断するために改善・利用してきたもの
です。この取組はSSRCが「企業のエシカル通
信簿」と呼ぶものです。今年度は、より多く
の企業の皆様にESGのレベルを診断し改善につ
なげていただくために、汎用的な評価票を作
成しました（図表２ご参照）。
この診断には「市民目線からの評価」とい
う特徴があります。NGO/NPOが、市民目線や
専門性を踏まえて評価票を作成・監修してい
ます。この取組に参加いただくことで市民目
線の理解にも繋がり、先進的な取組をされて
いるという評価にもなります。

ESGやSDGs、CSRが上場企業やその取引先に
求められるなかで、多くの企業様が、こう
いった経営に向けて改善する方法論にもなり
ます。

３．企業様の協力内容
企業様による調査表をつかった自己診断の
結果等としては、診断票への回答・証憑や点
数など企業様のESGの状況や、評価票の様々な
点からの改善点、評価票や企業様自身の課題
などをフィードバックいただきます。
複数の企業に参加いただく予定で、企業間
で限定された情報を共有することも考えてい
ます。

自社のESGレベルを診断したい企業様を募集します
～「 ESG診断『企業エシカル通信簿』についての実証実験」～

図表２．「企業のエシカル通信簿」
の今年度の取組

図表１．ESG診断における診断分野
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今回の実証実験におけては、以下の
ESG診断分野について、自社の現状
のレベルをはかることができます。



４．実証実験に参加することで企業、社員、業界、社会が得られるメリット

①ESG経営知識・感覚のアップ
評価票を読んで理解することで、ESGのレベルがアップします。今の時代に仕事をす
る上で、考えるべき要素が網羅されているので、人材のESG感度が高まり、チャンス
が増えリスクは下がります。

②ESG状況把握・課題把握・目標設定・改善のPDCA促進
実際にチェックすると、自社の現状がわかり、課題もみえてきます。さらに課題が見
えれば改善目標を決めることができ、投資や行動がしやすくなり、改善が実際になさ
れればESGのレベルが向上します。参加企業間で自己診断や振り返りを共有すればさ
らに様々なことが学べます。

図表３．企業との対話・共創例

※アサヒグループホールディングス
（2021年）「アサヒグループホール
ディングス環境報告書」14ページより

③ESG取組実践の開示による信頼向上
ESG診断・改善活動の実施やその内容の一
部を開示すれば、会社としての信頼性が増
し、「市民目線の評価」でもあることから、
取引先や消費者の評価が高まります。また
NPO/NGOと、事実に基づいた対話をし、改
善に繋げることも可能であり重要です（図
表３をご参照）。

④持続的な企業へ
取引先や消費者の評価がたかまると、売上
げも安定・向上し、長続きする会社になり
ます。SDGs認証など獲得準備にもなります。

⑤社員への良い影響
ESG診断による改善や取引先・消費者の評
価がたかまると、社員の能力向上、労働環
境の改善、社会貢献のレベル向上、社員の
やりがいも向上します。

⑥他社・業界・社会への良い影響
自社のESG診断・改善・結果を、業界他社
等に伝えることで、他社のレベルアップが
促されます。このように、自社が地域や業
界でリーダーシップを取ることができ、地
域・業界・社会もよくなります。またそれ
によって自社の評価は高まります。

６．実証実験に関する御連絡・ご照会先

大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ 教授 伊藤武志
Mail Address: takashi-ito@ssi.osaka-u.ac.jp 
電話番号: 06-6105-6183 

５．実証実験に参加する場合のコスト
実証実験に参加いただく企業には、「消費から持続可能な社会をつくる市民ネット
ワーク」（SSRC）が 2021年に実施していた自己診断票の利用の募集の際にお願いしてい
た1社1万円は無料にいたしますが、企業や社会のESG向上のための市民団体が行ってい
るこのような活動に賛同いただける企業さまの応援、ご寄付等を歓迎いたします。

SSRCのサイトはこちら https://cnrc.jp/

自社のESGレベルを診断したい企業様を募集します
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